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(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第２四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 27,693 1.1 1,923 △42.6 1,674 △47.5 1,094 △39.6

2019年３月期第２四半期 27,394 3.6 3,350 43.9 3,190 50.3 1,812 33.9
(注)包括利益 2020年３月期第２四半期 1,605百万円(△47.3％) 2019年３月期第２四半期 3,047百万円( 106.8％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第２四半期 103.50 ―

2019年３月期第２四半期 170.54 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年３月期第２四半期 103,592 41,063 37.2 3,728.30

2019年３月期 104,491 41,060 36.2 3,564.48
(参考) 自己資本 2020年３月期第２四半期 38,492百万円 2019年３月期 37,871百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 ― 0.00 ― 50.00 50.00

2020年３月期 ― 0.00

2020年３月期(予想) ― 50.00 50.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 55,370 3.6 3,470 △35.2 3,040 △40.3 1,820 △17.8 171.30
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ：無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、（添付資料）８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注
記事項 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期２Ｑ 11,344,181株 2019年３月期 11,344,181株

② 期末自己株式数 2020年３月期２Ｑ 1,019,684株 2019年３月期 719,455株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期２Ｑ 10,574,618株 2019年３月期２Ｑ 10,624,942株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　①当第２四半期の概況

当社グループの当第２四半期連結累計期間の経営成績は、不動産部門において前期実施した販売用不動産売却

（13億64百万円）の剥落による減収要因はありましたが、物流部門と食品部門において増収となり、売上高は276億

93百万円（前年同期比1.1％増）となりました。一方、営業利益は不動産部門における販売用不動産の売却益剥落影

響（12億72百万円）を主因に19億23百万円（同42.6％減）となり、経常利益は不動産開発に伴う資金調達費用の増

加等もあり16億74百万円（同47.5％減）となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、投資有価証

券売却益に加え前期計上した企業年金基金脱退損失の剥落等の増益要因はありましたが、10億94百万円（同39.6％

減）となりました。

　なお、第１四半期連結会計期間において、当社から連結子会社である株式会社ヤマタネロジワークスへ「ストッ

クテイ君事業」のうち陳列・棚卸事業を吸収分割の方法により事業譲渡いたしました。これに伴い、第１四半期連

結会計期間より報告セグメントの区分を変更しており、当第２四半期連結累計期間のセグメント別の比較・分析は

変更後の区分に基づいております。

　詳細は、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報

等）」に記載のとおりであります。

　②セグメント別の概況

　<物流部門>

物流部門では、底堅い国内経済を背景に消費税増税前の駆け込み需要も加わり、倉庫の保管残高は堅調に推移し、

運送収入も増収になりました。加えて、国際業務でも海外引越や港運通関業務が好調であったことから売上高は110

億24百万円（前年同期比3.8％増）となりました。一方で営業利益は、一部大口先の取引内容の見直しに加え、荷役

や付帯作業を中心とした人件費増加による差益率の低下により13億69百万円（同8.8％減）となりました。

　<食品部門>

食品部門では、顧客ニーズに対応した商品の提供により、量販・外食向けである精米販売は37千玄米トン（前年

同期比6.4％増）、一般小売店や他卸売業者向けである玄米販売は12千玄米トン（同26.6％増）となり、総販売数量

は50千玄米トン（同10.9％増）となりました。売上高は、販売数量の増加により142億70百万円（前年同期比10.3％

増）となりました。一方で営業利益は、販売面での価格競争の激化による差益率の低下や配送費の増加等により２

億85百万円（同3.8％減）となりました。

　<情報部門>

情報部門では、汎用機のシステム基盤構築案件が金融機関を中心に縮小したこと等により売上高は８億78百万円

（前年同期比2.8％減）となりました。一方で営業利益は差益率の高い開発案件が増加したこと等により50百万円

（同88.9％増）となりました。

　<不動産部門>

不動産部門では、前期実施した販売用不動産売却による増収要因が剥落したことに加え、主力物件の再開発に伴

う建替え工事により賃貸料収入が減少し売上高は15億20百万円（前年同期比48.0％減）となり、営業利益は６億60

百万円（同66.1％減）となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

①資産

資産合計は、不動産部門の再開発計画の進捗等による有形固定資産の増加や時価評価等により投資有価証券が増

加しましたが、自己株式の取得や連結子会社株式の追加取得等による現金及び預金の減少や食品部門での2018年産

米の販売が順調に進捗したことによるたな卸資産の減少等から前連結会計年度末比８億99百万円減少し、1,035億92

百万円となりました。

②負債

負債合計は、コメ仕入資金の支払等による営業未払金の減少等により前連結会計年度末比９億１百万円減少し、

625億28百万円となりました。

③純資産

純資産合計は、配当金の支払いによる利益剰余金の減少や自己株式の取得、また連結子会社株式の追加取得によ
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る非支配株主持分の減少がありましたが、親会社株主に帰属する四半期純利益や時価評価によるその他有価証券評

価差額金の増加があったこと等から、前連結会計年度末比２百万円増加し、410億63百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2019年10月30日に発表いたしました「第２四半期業績予想の修正に関するお知らせ」において記載のとおり、当

第２四半期連結累計期間の業績は、物流部門における主要顧客の取扱いが高水準に推移したこと、食品部門におけ

る玄米販売数量が計画を上回ったことや精米販売における製造コストの削減に努めたこと等から、売上高、営業利

益及び経常利益は業績予想を上回る結果となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、営業面での増益に加え、

計画外での投資有価証券売却益の計上や不動産部門において当第２四半期連結会計期間に見込んでいた再開発に伴

う解体工事に係る固定資産除却損の計上が第４四半期連結会計期間となる見込みとなったため業績予想を上回る結

果となりました。

　しかしながら、2020年３月期通期連結業績予想につきましては、配送コスト等全般的なコスト増加懸念に加え、

物流部門での拠点新設に伴う初期コストの発生や食品部門における2019年産米の動向、また固定資産除却損の計上

時期の変更もあることから、2019年５月15日に公表した連結業績予想を据え置いております。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,741 9,487

受取手形及び売掛金 6,230 6,211

たな卸資産 1,567 909

その他 501 539

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 19,041 17,146

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 13,194 12,885

土地 50,073 50,073

その他（純額） 7,303 8,009

有形固定資産合計 70,571 70,968

無形固定資産 1,103 1,088

投資その他の資産

投資有価証券 12,452 13,078

その他 1,115 1,133

貸倒引当金 △97 △97

投資その他の資産合計 13,470 14,114

固定資産合計 85,144 86,171

繰延資産 305 273

資産合計 104,491 103,592

負債の部

流動負債

営業未払金 3,046 2,239

短期借入金 5,147 5,752

1年内返済予定の長期借入金 5,046 6,934

1年内償還予定の社債 1,124 1,811

その他 2,702 2,551

流動負債合計 17,067 19,289

固定負債

社債 20,195 18,945

長期借入金 14,927 12,982

環境対策引当金 2 2

退職給付に係る負債 1,693 1,691

その他 9,544 9,617

固定負債合計 46,363 43,239

負債合計 63,430 62,528
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 10,555 10,555

資本剰余金 3,697 3,747

利益剰余金 18,521 19,084

自己株式 △1,816 △2,232

株主資本合計 30,957 31,155

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,082 4,500

土地再評価差額金 2,872 2,872

退職給付に係る調整累計額 △40 △36

その他の包括利益累計額合計 6,914 7,337

非支配株主持分 3,189 2,570

純資産合計 41,060 41,063

負債純資産合計 104,491 103,592
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

営業収益 27,394 27,693

営業原価 22,349 24,002

営業総利益 5,045 3,691

販売費及び一般管理費 1,694 1,768

営業利益 3,350 1,923

営業外収益

受取配当金 142 153

その他 13 8

営業外収益合計 155 162

営業外費用

支払利息 280 283

シンジケートローン手数料 1 93

その他 34 35

営業外費用合計 315 411

経常利益 3,190 1,674

特別利益

投資有価証券売却益 0 84

その他 0 1

特別利益合計 1 85

特別損失

固定資産除却損 0 12

企業年金基金脱退損失 57 -

その他 0 -

特別損失合計 57 12

税金等調整前四半期純利益 3,134 1,747

法人税等 805 594

四半期純利益 2,329 1,153

非支配株主に帰属する四半期純利益 517 58

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,812 1,094
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 2,329 1,153

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 713 447

退職給付に係る調整額 4 4

その他の包括利益合計 718 452

四半期包括利益 3,047 1,605

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,467 1,517

非支配株主に係る四半期包括利益 579 87
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、見積実効税率を使用できない

会社については、法定実効税率を使用しております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

物流
関連

食品
関連

情報
関連

不動産
関連

売上高

外部顧客への
売上高

10,623 12,942 903 2,925 27,394 ― 27,394

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

181 ― 128 16 325 △325 ―

計 10,804 12,942 1,031 2,942 27,720 △325 27,394

セグメント利益 1,500 296 26 1,950 3,773 △422 3,350

(注) １．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△424百万円及び未実現利益調
整額１百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

物流
関連

食品
関連

情報
関連

不動産
関連

売上高

外部顧客への
売上高

11,024 14,270 878 1,520 27,693 ― 27,693

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

205 ― 137 18 361 △361 ―

計 11,229 14,270 1,015 1,539 28,055 △361 27,693

セグメント利益 1,369 285 50 660 2,365 △442 1,923

(注) １．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△447百万円及び未実現利益調
整額２百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間に当社から連結子会社である株式会社ヤマタネロジワークスへ「ストックテイ君事業」の

うち陳列・棚卸事業を吸収分割の方法により事業譲渡いたしました。これに伴い、従来「情報関連」に含まれていた

当該事業を「物流関連」に含めております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後のセグメント区分に基づき作成したものを

開示しております。
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